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阿寒国立公園指定80周年

阿
寒
国
立
公
園
は
今
年
、指
定
か
ら
80
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

１
９
３
４（
昭
和
９
）年
12
月
４
日
、
大
雪
山
国
立
公
園
、
日
光
国
立

公
園（
栃
木
県
・
群
馬
県
・
福
島
県
）、中
部
山
岳
国
立
公
園（
長
野
県
、

岐
阜
県
、富
山
県
、新
潟
県
）、阿
蘇
国
立
公
園（
熊
本
県
・
大
分
県
、後

の
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
）
と
と
も
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。道
内

で
は
最
も
歴
史
の
あ
る
国
立
公
園
で
す
。

町
で
は
10
月
17
日
、80
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を
開
催
。

式
典
に
は
、本
町
の
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
日
置
市
の
皆
さ
ん
も
多
数

駆
け
つ
け
、交
流
を
深
め
な
が
ら
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

先
人
の
偉
業
を
振
り
返
り 

弟
子
屈
の
自
然
や
文
化
に
触
れ

日
置
市
訪
問
団

　

記
念
式
典
に
合
わ
せ
、
日
置
市
の

宮
路
高
光
市
長
ほ
か
市
議
会
議
員

や
教
育
委
員
、
市
民
ツ
ア
ー
の
皆
さ

ん
な
ど
66
人
が
、
10
月
16
日
～
20
日

に
か
け
て
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
市
出
身
の
永な

が

山や
ま

在あ
り

兼か
ね

氏（
１
８

８
９
｜
１
９
４
５
年
）が
釧
路
土
木

出
張
所
長
時
代
、
本
町
と
阿
寒
湖
畔

を
結
ぶ
約
40
㌔
の
阿
寒
横
断
道
路
整

備
に
尽
力
し
た
こ
と
が
縁
で
、
本
町

と
同
市
は
１
９
８
３（
昭
和
58
）年
に

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
。昨
年
30
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
３
０（
昭
和
５
）年
に
横
断
道

路
が
完
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
１
９

３
４
年
に
阿
寒
国
立
公
園
が
指
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
道
路

が「
永
山
道
路
」、
永
山
氏
が「
阿
寒
国

立
公
園
の
父
」と
呼
ば
れ
た
と
い
い

ま
す
。

　

同
市
の
皆
さ
ん
は
、

別
に
あ
る

永
山
在
兼
顕
彰
の
碑
を
訪
れ
献
花
。

郷
土
が
誇
る
先
人
の
偉
業
に
、
あ
ら

た
め
て
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
摩
周
湖
や
屈
斜
路
湖
、
硫

黄
山
、
９
○
○
草
原
、
大
鵬
相
撲
記

念
館
な
ど
町
内
の
景
勝
地
を
訪
れ
、

同
市
か
ら
１
千
８
０
０
㌔
離
れ
た

姉
妹
都
市
を
体
感
。町
主
催
の
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
や
交
流
会
に
も
参
加

し
、親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

18
・
19
の
両
日
に
は
、記
念
の
交
流

物
産
展
が
道
の
駅
摩
周
温
泉
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。同
市
の
特
産
品
で
あ

る
薩さ

つ

摩ま

焼
酎
や
ミ
カ
ン
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、か
ま
ぼ
こ
、魚
の
一
夜
干
し
な
ど

が
並
ん
だ
ほ
か
、
揚
げ
た
て
の
さ
つ

ま
揚
げ
の
無
料
配
布
や
、
お
茶
の
つ

か
み
取
り
な
ど
も
行
わ
れ
、
両
日
と

も
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

記
念
の
年
を
機
に 

両
市
町
の
友
好
を
さ
ら
に
深
め
て

国
立
公
園
指
定
80
周
年
記
念
式
典

　

町
主
催
の
阿
寒
国
立
公
園
指
定

80
周
年
記
念
式
典
が
10
月
17
日
、
川

湯
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
德
永
町
長
は
じ
め
町

民
の
皆
さ
ん
と
、
日
置
市
か
ら
の
訪

問
団
合
わ
せ
て
約
１
３
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

阿
寒
国
立
公
園
は
、
本
町
は
じ
め

釧
路
市
・
標
茶
町
・
白
糠
町
・
中
標
津

町
・
大
空
町
・
美
幌
町
・
津
別
町
、清

里
町
・
小
清
水
町
、足
寄
町
に
ま
た
が

る
９
０
４
・
81
平
方
㌔
。千
島
火
山
帯

の
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
阿
寒
・
屈

斜
路
・
摩
周
の
３
つ
の
カ
ル
デ
ラ
地

形
が
基
盤
と
な
っ
て
い
て
、
火
山
と

森
林
、
湖
が
多
数
存
在
す
る
の
が
特

徴
で
す
。火
山
の
恩
恵
と
し
て
温
泉

も
多
く
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
る
自
然
環

境
と
合
わ
せ
て
、
地
域
の
観
光
資
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

摩
周
湖
や
屈
斜
路
湖
、
硫
黄
山
な

ど
を
有
す
る
本
町
は
、
面
積
の
約

65
％
が
同
国
立
公
園
内
に
あ
り
、
こ

れ
ら
の
資
源
を
生
か
し
、
農
業
と
と

も
に
観
光
を
基
幹
産
業
と
し
て
発

展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

式
典
で
は
、德
永
町
長
が「
永
山
在

兼
氏
の
偉
業
が
、
阿
寒
国
立
公
園
の

指
定
に
つ
な
が
っ
た
。国
立
公
園
の

恩
恵
を
受
け
止
め
、
こ
の
財
産
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
あ

い
さ
つ
。宮
路
市
長
は「
永
山
氏
が
縁

で
、
弟
子
屈
町
と
日
置
市
の
交
流
が

生
ま
れ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い

こ
と
。今
後
も
交
流
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

80
周
年
を
記
念
し
て
、
同
市
か
ら

は
、
永
山
氏
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ベ

ル
の
薩
摩
焼
酎
が
本
町
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。本
町
か
ら
は
、
木
彫
り
の

フ
ク
ロ
ウ
を
同
市
に
贈
呈
。節
目
を

祝
い
、
姉
妹
都
市
と
し
て
の
友
好
を

確
か
め
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
環
境
省
釧
路
自
然
環

境
事
務
所
が
発
行
し
た
80
周
年
記

念
ア
ル
バ
ム
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。

出
席
者
の
皆
さ
ん
は
、
町
内
在
住
の

写
真
家
の
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
摩
周

湖
や
屈
斜
路
湖
な
ど
の
写
真
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
屈
斜
路

古
丹
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
の
皆
さ

ん
が
、踊
り
や
ム
ッ
ク
リ（
ア
イ
ヌ
の

楽
器
）を
披
露
。会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
観
光
商

工
課
観
光
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
４
０（
課
直
通
）ま
で
。

④

⑤

⑥

③ ②

①

⑦

⑧⑨

⑩⑪
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①永山在兼顕彰の碑を訪れた訪
問団の皆さん　②③⑥⑦硫黄山・
砂湯・美幌峠・大鵬相撲記念館を
訪問　④到着日に行われた歓迎
交流会　⑤公民館での歓迎セレ
モニーで訪問団の代表の方があ
いさつ　⑧式典で記念アルバム
をスライド上映　⑨宮路日置市
長から記念の焼酎を受け取る德
永町長　⑩式典の後は祝賀会を
開催　⑪日置市議会議員の方も
アイヌの踊りを体験　⑫摩周湖
に感激する訪問団の皆さん　⑬
大盛況だった交流物産展


